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となります．
整数  に対して，上の操作で得られる整数を と書くことにします．（な
ぜ文字 を使用することにしたのか考えてください．）上の例を書き直せば，
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で，ここでは六桁で説明します．上の位から順に各位の数を           	 とし
ます．すると，
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 の倍数であれば， も 
 の倍数である
し，が 


















問題  次の指令を，整数を変えて 回実行してください．
	 三桁の整数 を決めてください．
	 を計算してください．







整数  を 





問題  次の整数を 
でわったときの余りを，声に出していってください．
（できれば，暗算で求めてください．）











  でしたが，さらに，  
 と計算することができます．先
ほど述べた 










































































でわったときの余りが と になる つの整数
，に対して，
それらの和 
  を 
でわったときの余りはいくらになるでしょうか．
 
答えは，余りの和   に等しく，になります．
文字式を使って説明しましょう．
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でわったときの余りが と になる つの整数
，に対して，
それらの和 




問題  問題 の整数 
，に対して，それらの差 
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 と  を 






















問題    を でわったときの余りを求めてください．
 
 

















問題 	   を でわったときの余りはいくらでしょうか．
 
問題 と同じように考えてみます． を  でわったときの余り










まず，を でわったとき，商は ，余りは ですから，
     
と表すことができます．同様に，を でわったとき，商は ，余りは で

すから，
     
と表すことができます．それでは，について考えましょう．
     
ですから，もちろん余りは です．ここで，わざと






 を  でわったときの余りは  であり，「余りの積が余り」であって，

 


































































を でわったときの余りが であるということです．従って，を で




の余りは ，を でわったときの余りは ，という風に，と が交
互に出ることがわかります．
整数 を仮に五桁とし，各位の数を上から順に         とします．つまり，








    
と書くこともできます．
まず，「余りの積が余り」ということを思い出せば，  を でわった
ときの余りは， と のそれぞれを  でわったときの余りの積になります．
よって，それは を でわったときの余りに等しくなります．






    
を でわったときの余りに等しいことになります．つまり，    




















しては，上の位から順に ，，   と符号をつけて計算した結果得られるもの
ともとの整数は，でわったときの余りが一致します．しかし，偶数桁の場合
は，上の位から順に，，，   と符号をつけて計算しなければなりません．


























例  を考えます．下から三桁ごとに区切ると，と ができます．
交互にたしひきして，
   

これはもちろん  の倍数ですから，も  の倍数であることがわかりま
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を でわったときの余りが なので，，	， ， ，   を でわっ
たときの余りは，         となります．
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と変形すれば，結局，    が の倍数かどうかを判定すればいい
ことになります。ここに出てくる係数       （      の順にみて）は，実は
わり算  を，を付けたしながら続けていったときの余りになっています．







いったときの余りが          となって，が続くので，各位の数の和によっ
て 
の倍数かどうかを判定できます．の倍数の場合は，わり算   の余り
が          となり，結局，一の位の数のみでの判定となります。同様に，の




















問題	          
問題． を 



































問題． を  でわったときの
余りが ．
問題．    







      のみ．
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